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液液抽出の概要と課題

水相

油相

M+

M+

液液抽出と解乳化

エマルジョンの発生

相分離に時間がかかる

混合工程

静置工程

マイクロチャネルに着目
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長所

・構造が単純
・大量処理が容易

短所

・分離に長時間かかる
・装置が必要以上に大型になる

抽出・分離時間の短縮および装置のコンパクト化

分離部

撹
拌
部

抽料

軽液

抽剤

重液

液液抽出は広く用いられている分離プロセス

従来の装置例 ミキサー・セトラー

課題
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スラグ流による高速抽出

スラグ流とは
水相 油相

流れ

内部循環 → 物質移動促進

迅速に二相に分離（排出時） 連続プロセスに有利

抽出
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スラグ流をご覧いただく

赤：水相無色：油相
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スラグ流による高速抽出

スラグ流とは
水相 油相

流れ

内部循環 → 物質移動促進

迅速に二相に分離（排出時） 連続プロセスに有利

スラグ流の抽出における３つの特徴

１ セグメントの形状が一定
接触時間が精度よく一定
接触面積が精度よく一定
流動状態が精度よく一定
抽出速度が精度よく一定

２ 相分離が迅速
抽出プロセスの時間短縮

３ 細管で発生

ナンバリングアップにより量的に柔
軟な対応が可能
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スラグ流の発生

青田新,  多相系マイクロ流体の基盤技術と化学プロセスへの応
用, 分析化学, 63, 299(2014)
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新技術の特徴・従来技術との比較

既に実用化されているものには、ミキサー・セトラー法等があるが、課題が多い。

表1 スラグ流による抽出プロセスの新規性と優位性
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特願 2018-160379（特開2020-32346）
抽出装置及び抽出方法

油相と水相の体積比を変えてみる

水相 油相 水相 油相

「大量」に集めることができる

「濃縮して」に集めることができる

「選択的な大量回収」と「高濃度濃縮」のモード

スラグ流を使えば、
供給量を制御する
だけで可能
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特願 2018-160379（特開2020-32346）
抽出装置及び抽出方法

関連特許（産総研と共同出願）＜未公開＞ さらに実用的に発展
■特願2021-090993（スラグ流生成装置、前記スラグ流生成装置を備えた化学物質
の処理装置、スラグ流生成方法、及びスラグ流を用いた化学物質の処理方法）
■特願2021-117594 （スラグ流生成装置、前記スラグ流生成装置を備えた化学物質
の処理装置、スラグ流生成方機能性化学品の連続精密生産プロセス技術の開発法、
及びスラグ流を用いた化学物質の処理方法）
NEDOプロジェクト 機能性化学品の連続精密生産プロセス技術の開発(JPNP 19004)

水相 油相 水相 油相

VA VO

体積比を工夫することにより、濃縮回収に成功した
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特許

特願 2018-
160379

抽出装置及び抽出方法

＜未公表＞
特願2021-
090993

吐出圧を高く改良したスラグ流
発生装置

＜未公表＞
特願2021-
117594 

油相、水相それぞれ独立してス
ラグ長を変えられるよう改良し
た装置
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想定される用途

• 抽出操作一般

• 特にエマルジョンが発生して分離操作が困難
な系

• 界面活性剤、グリセリン、グリセロールなどが
共存する系
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実用化に向けた課題

• 固体が混合している系

• 粘度の高い系
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企業への期待

• 液液抽出おいて、エマルジョンの発生しない
操作が可能である。

• 有機合成、金属イオン回収の技術を持つ、企
業との共同研究を希望。

• 特に、電池用元素の資源回収、リサイクルを
開発中の企業、化成品中間物製造分野への
展開を考えている企業には、本技術の導入が
有効と思われる。
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本技術に関する知的財産権

• 発明の名称 ：抽出装置及び抽出方法

• 出願番号 ：特願2018-160379 

• 出願人 ：大阪府立大学

• 発明者 ：武藤 明徳
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公立大学法人大阪 大阪府立大学
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TEL：072-254-9128
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